
②
市
民
図
書
室

林
　
英
子

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
健
康

保
持
と
教
養
・
文
化
の
向
上
を
目
的
に
、
体
育

館
（
夜
間
の
利
用
も
）
、
プ
ー
ル
、
音
楽
室
な

ど
特
別
教
室
が
地
域
住
民
に
開
放
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
学
校
図
書
館
の
地
域
開
放
は
、
学
校
を
地
域

社
会
の
核
と
し
て
、
学
校
空
間
・
学
校
機
能
を

考
え
る
な
か
か
ら
知
的
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果

た
す
べ
く
、
学
校
図
書
館
法
第
四
条
第
二
項
の

　
「
学
校
図
書
館
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
の

に
支
障
の
な
い
限
度
に
お
い
て
、
一
般
公
衆
に

利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
広
げ
て
市
民
図
書
室
と
い
う
名
称
で
、

神
戸
市
が
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
に

実
施
し
た
の
が
全
国
的
な
は
じ
ま
り
で
し
た
。

次
い
で
、
東
京
の
練
馬
区
、
札
幌
市
、
埼
玉
な

ど
で
学
校
図
書
館
の
地
域
開
放
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

①
―
下
駄
ば
き
で
い
け
る
図
書
館
を

（
ア
）
神
戸
市

　
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
た
神
戸
市
の
開
放

の
主
旨
は
市
長
の
言
葉
に
よ
る
と
「
根
本
的
な

考
え
方
は
中
央
図
書
館
と
い
う
も
の
を
一
方
で

充
実
さ
せ
な
が
ら
も
、
各
地
域
、
た
と
え
ば
そ

の
地
域
の
住
民
が
下
駄
ば
き
で
い
け
る
範
囲
に

図
書
館
を
一
つ
ず
つ
設
け
て
い
く
こ
と
で
ね
。

来
年
は
各
学
校
の
図
書
室
を
い
か
し
て
地
域
の

人
の
図
書
室
を
つ
く
る
。
ま
た
勉
強
室
も
つ
く

る
つ
も
り
で
す
よ
ね
。
こ
れ
が
で
き
る
と
、
全

国
で
「
五
〇
も
図
書
館
を
も
っ
て
い
る
都
市
は

な
い
で
す
よ
。
そ
れ
に
金
も
あ
ま
り
い
ら
な
い

ん
で
す
。
」
（
宮
崎
市
長
が
助
役
時
代
の
「
神
戸

っ
子
」
八
四
号
（
昭
和
四
十
三
年
四
月
）
座
談

会
「
未
来
に
か
け
る
国
際
都
市
」
よ
り
）
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
学
校
を
考
え

て
、
こ
れ
を
学
校
公
園
と
名
付
け
地
域
社
会
一

万
人
程
度
の
人
口
に
一
公
園
と
い
う
基
本
構
想

を
た
て
、
実
際
に
は
年
三
、
四
校
を
開
放
し
四

〇
校
を
開
放
し
て
い
る
（
一
九
八
二
年
現
在
）
。

　
開
館
は
、
火
・
木
曜
日
が
三
時
三
〇
分
か
ら

六
時
三
〇
分
、
土
曜
日
は
一
時
か
ら
五
時
三
〇

分
、
日
曜
日
は
一
一
時
か
ら
五
時
三
〇
分
。

　
主
管
課
は
開
放
当
時
、
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
で
、
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
度

か
ら
は
施
設
課
。
図
書
費
は
一
校
あ
た
り
年
間

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
開
放
の
経
過

三
―
横
浜
市
の
学
校
開
放
の
現
状

四
―
市
民
図
書
室
の
こ
れ
か
ら

六
五
万
円
、
図
書
室
の
管
理
者
に
は
週
四
日
の

勤
務
で
月
額
六
万
円
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
（
一

九
八
二
年
度
）
。

(
イ
)
練
馬
区

　
　
「
本
区
の
学
校
開
放
を
従
来
の
″
あ
そ
び
″

か
ら
さ
ら
に
一
歩
前
進
さ
せ
、
知
的
教
育
の
側

面
を
く
わ
え
充
実
を
は
か
る
」
　
（
学
校
施
設
開

放
検
討
委
員
会
答
申
　
一
九
七
七
年
三
月
）
こ

の
答
申
を
全
面
的
に
う
け
て
、
重
要
な
文
化
施

設
（
知
的
側
面
の
援
助
施
設
）
の
開
放
と
い
う

観
点
か
ら
、
児
童
・
生
徒
を
中
心
と
し
た
地
域

住
民
の
余
暇
善
用
と
情
操
育
成
を
は
か
り
、
豊

か
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
始
さ
れ
た
。

　
開
館
は
、
日
曜
、
祝
日
、
春
・
夏
・
冬
休
み

は
九
時
か
ら
五
時
、
土
曜
日
は
二
時
か
ら
五
時
、

平
日
は
四
時
か
ら
五
時
で
冬
季
（
十
一
月
か
ら

三
月
）
は
閉
館
時
間
が
一
時
間
早
い
。

　
開
放
施
設
を
担
当
す
る
係
は
、
教
育
委
員
会

の
施
設
課
、
社
会
教
育
課
、
社
会
体
育
課
な
ど

に
分
散
し
て
い
た
が
、
一
九
八
二
年
四
月
学
校

図
書
館
を
除
く
、
開
放
事
業
の
一
切
は
庶
務
課

の
学
校
施
設
開
放
係
に
、
学
校
図
書
館
開
放
事
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市
民
図
書
室
と
い
う
名
称
の
読
書
施
設
が
、

横
浜
市
に
誕
生
し
た
の
は
一
九
八
〇
年
（
昭
和

五
十
五
年
）
八
月
磯
子
区
の
梅
林
小
学
校
が
は

じ
め
で
し
た
。
市
民
図
書
室
は
、
す
で
に
ご
承

知
の
よ
う
に
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
社
会

教
育
課
の
主
管
に
よ
り
、
学
校
施
設
利
用
促
進

事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
立
小
・
中
学
校
の
図

書
館
を
市
民
に
開
放
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
学
校
図
書
室
の
地
域
開
放
に
つ
い
て
、

開
放
の
歴
史
、
他
都
市
の
状
況
、
本
市
の
現
状

か
ら
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

ニ
ー
開
放
の
経
過

　
学
校
施
設
の
地
域
開
放
は
、
都
市
の
過
密
化

に
よ
り
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
欠
陥
の
う
ち
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
な
遊
び
場
を
補
う
た
め
に
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
（
昭
和
三
十
年
代
前
半
）

よ
り
、
放
課
後
や
日
曜
日
の
昼
間
校
庭
を
開
放

す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
然

一
―
は
じ
め
に



業
は
社
会
教
育
施
設
計
画
係
。
図
書
費
は
年
間

五
〇
〇
冊
分
、
六
五
万
円
。
貸
出
し
に
あ
た
る

指
導
員
へ
の
報
償
費
は
臨
時
職
員
と
同
額
の
一

日
三
、
六
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
ウ
）
札
幌
市

　
札
幌
市
で
は
「
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
」

　
「
生
涯
学
習
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
」
た
め
に

は
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
ド
ッ
キ
ン
グ
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
大
都
市
生
活
者
の
生
活

感
情
の
な
か
に
。
ふ
る
さ
と
感
”
を
生
む
と
す

れ
ば
、
小
学
校
が
原
点
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
の
構
想
か
ら
、
学
校
図
書
館
を
先
生
と
親
が

み
ん
な
で
運
営
し
て
い
こ
う
。
学
校
の
機
能
を

発
揮
し
、
家
族
ぐ
る
み
の
読
書
ば
な
れ
を
克
服

し
よ
う
と
、
開
放
司
書
を
配
置
し
て
、
一
九
七

八
年
（
昭
和
五
十
三
年
）
に
学
校
図
書
館
の
開

放
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
開
館
は
、
月
・
水
・
金
・
土
の
放
課
後
。
担

当
窓
口
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
。
図
書
費

は
五
〇
万
円
。
開
放
図
書
館
を
祖
当
す
る
司
書

は
専
任
で
、
手
当
は
三
万
円
弱
（
一
九
八
〇
年
）

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
他
都
市
の
例
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
し

た
が
、
次
に
横
浜
の
現
状
を
見
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
横
浜
市
で
は
「
特
別
教
室
を
開
放
す
る
こ
と

に
よ
り
地
域
住
民
の
文
化
活
動
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
地
域
社
会
と
学
校
の
緊
密
な
連
携
に

よ
り
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
目
指
し
、
も
っ

て
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」
　
（
特
別
教
室
利
用
促
進
事
業
に
関

す
る
要
綱
第
二
条
）
青
少
年
の
健
全
育
成
、
地

域
住
民
の
文
化
活
動
の
促
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
三
つ
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
図
書
館
開
放
校
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

①
図
書
室
が
利
用
し
や
ナ
い
場
所
に
あ
っ
て
広

い
ス
ペ
ー
ス
（
二
教
室
分
）
を
有
す
、
②
学
校

と
地
域
の
協
力
態
勢
が
あ
る
、
③
近
く
に
公
共

図
書
館
な
ど
の
読
書
施
設
が
な
い
、
④
住
民
の

要
望
が
あ
る
、
⑤
学
校
長
の
意
見
、
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
て
決
定
し
、
教
育
長
が
指
定
し

ま
ナ
。

　
運
営
方
法
は
、
地
元
有
力
者
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町

内
会
・
自
治
会
、
そ
の
他
の
地
域
団
体
の
代
表

者
、
学
校
関
係
者
、
青
少
年
指
導
員
、
世
話
人

代
表
な
ど
）
に
よ
る
運
営
委
員
会
を
構
成
し
、

教
育
委
員
会
の
契
約
団
体
と
な
り
、
世
話
人
を

選
出
し
、
世
話
人
が
貸
出
し
、
そ
の
他
の
直
接

事
務
を
行
う
。

　
開
放
予
算
は
図
書
購
入
費
と
し
て
初
年
度
一

〇
〇
万
円
（
一
、
〇
〇
〇
冊
分
）
、
次
年
度
よ

り
三
〇
万
円
。
初
年
度
の
み
書
架
購
入
費
四
〇

万
円
。
運
営
費
四
〇
万
円
。
運
営
費
の
う
ち
世

話
人
へ
の
謝
金
が
、
貸
出
し
一
回
一
、
〇
〇
〇

円
で
二
人
分
と
し
て
約
二
五
万
円
、
残
り
は
消

耗
品
代
（
一
九
八
四
年
度
）
。

　
図
書
室
の
広
さ
か
ら
、
市
民
図
書
室
の
本
は

二
、
〇
〇
〇
冊
を
限
度
と
考
え
て
お
り
、
閲
覧

の
み
の
学
校
図
書
三
、
〇
〇
〇
冊
と
合
せ
て
、

五
、
〇
〇
〇
冊
の
開
放
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
開
館
は
、
日
曜
日
を
含
む
週
二
日
。
日
曜
日

以
外
の
曜
日
と
開
放
時
間
帯
は
、
各
運
営
委
員

会
に
委
さ
れ
て
い
る
。
利
用
の
対
象
は
、
中
学

校
区
（
小
学
校
が
開
放
校
の
ば
あ
い
は
、
そ
の

学
校
の
あ
る
中
学
校
区
）
の
住
民
。

　
一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
十
五
年
）
度
に
、
小

学
校
四
校
、
中
学
校
四
校
の
計
八
校
で
ス
タ
ー

ト
し
た
市
民
図
轡
室
は
、
三
期
目
の
八
十
二
年

度
に
は
小
学
校
一
ニ
校
、
中
学
校
八
校
の
計
二

〇
校
に
な
り
、
六
期
目
の
八
十
五
年
度
に
は
小

学
校
三
六
校
、
中
学
校
八
校
が
開
放
し
市
民
図

書
室
は
四
四
を
数
え
る
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
図
書
室
の
概
要
は
こ
れ
く
ら
い
に
し

て
、
実
態
は
ど
う
な
の
か
を
次
に
ふ
れ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
ナ
。

　
市
民
図
書
室
の
利
用
冊
数
は
一
回
五
〇
冊
か

ら
六
〇
冊
程
度
で
、
な
か
に
は
二
〇
冊
と
い
う

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
回
の
利
用
冊
数

が
多
い
か
少
い
か
は
、
受
け
取
り
方
で
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
子
ど
も
で

あ
り
、
当
該
校
の
児
童
で
あ
る
こ
と
は
銘
記
し

て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
で
す
。
利
用
対

象
を
建
前
で
は
中
学
校
区
の
住
人
と
し
て
い
る

の
に
実
際
は
、
身
分
確
認
が
む
ず
か
し
い
な
ど

の
理
由
か
ら
小
学
校
区
の
人
に
し
か
開
放
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
に
限
っ
た

り
、
幼
児
を
受
け
付
け
な
い
な
ど
、
せ
っ
か
く

身
近
な
読
書
施
設
な
の
に
”
市
か
ら
委
託
さ
れ

て
い
る
の
だ
か
ら
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
″
と

い
う
管
理
主
義
が
前
面
に
出
て
し
ま
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
市
民
図
書
室
と
し
て
、
広
く
市
民
の
利
用
に

供
す
る
と
い
っ
て
も
利
用
者
の
大
半
が
子
ど
も

で
あ
る
事
実
は
、
各
校
の
蔵
書
数
を
見
れ
ば
一

目
で
頷
け
る
。
市
内
で
一
番
早
く
開
放
を
は
じ

め
、
蔵
書
が
も
っ
と
も
多
い
、
市
民
用
一
般
書

（
成
人
書
）
二
、
六
〇
〇
冊
、
児
童
書
二
、
二
〇

〇
冊
、
学
校
図
書
八
、
〇
〇
〇
冊
の
梅
林
小
学

校
で
す
ら
、
図
書
が
新
鮮
で
な
く
魅
力
が
な
い

と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
小
さ

な
子
ど
も
な
ら
本
を
片
端
か
ら
読
む
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
が
少
し
学
年
が
上
が
る
と
自
分
な
り

の
読
書
傾
向
も
で
き
は
じ
め
、
お
と
な
で
は
さ

ら
に
傾
向
が
固
定
化
し
、
読
み
た
い
本
を
読
ん

で
し
ま
え
ば
、
ど
う
せ
行
っ
て
も
本
が
な
い
か

ら
行
か
な
い
と
い
う
結
論
の
よ
う
で
す
。
確
か

に
毎
年
図
書
購
入
費
が
一
校
三
〇
万
円
つ
い
て

い
る
が
、
先
に
紹
介
し
た
他
都
市
の
図
書
購
入

費
が
五
〇
万
か
ら
六
五
万
円
で
あ
る
の
に
比
べ

て
も
少
な
い
額
で
ナ
。
そ
こ
で
少
し
で
も
蔵
書

を
増
や
そ
う
と
、
世
話
人
の
謝
金
を
図
書
購
入

費
に
当
て
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
図
書
を
購
入
す
る
と
き
は
、
学
校
の
図
書
係

の
先
生
の
意
見
や
利
用
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
も

と
に
世
話
係
が
選
本
し
て
い
る
が
、
不
特
定
多

数
の
読
者
を
対
象
に
し
て
本
を
選
ぶ
の
は
難
し

く
、
利
用
者
の
声
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
と
子
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三
―
横
浜
市
の
学
校
開
放
の
現
状



ど
も
た
ち
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
マ
ン
ガ
の
本
ば
か

り
だ
っ
た
り
、
お
と
な
の
方
で
も
そ
の
時
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
な
ど
一
過
性
の
本
が
主
で
ブ
ー
ム

が
過
ぎ
れ
ば
も
う
手
に
取
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
そ
う
な
も
の
が
多
く
、
購
入
の
際
に
は
、

い
つ
も
こ
れ
で
い
い
の
か
、
大
丈
夫
か
と
不
安

だ
と
い
い
ま
す
。

　
市
民
図
書
室
専
任
の
司
書
が
欲
し
い
、
一
校

ず
つ
の
配
置
が
無
理
な
ら
巡
回
司
書
の
よ
う
な

も
の
で
も
い
い
か
ら
利
用
者
の
読
書
相
談
や
読

書
指
導
、
選
本
の
仕
方
や
利
用
者
へ
の
接
し
方

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
切
実
な
希
望
が
世
話
人
の
な
か
に
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
苦
労
か
ら
か
、
世
話
人
を
二
年

続
け
る
人
は
少
な
く
、
世
話
人
の
な
り
て
が
少

な
く
困
っ
て
い
る
市
民
図
書
室
も
あ
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
明
ら
か
に
不
便
で
不
適
と
思
わ
れ

る
学
校
や
、
。
地
区
セ
ン
タ
ー
図
書
室
な
ど
読
書

施
侭
の
そ
ば
の
学
校
が
開
放
校
に
な
っ
て
い
て

利
用
者
が
少
な
い
と
い
う
悩
み
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
学
校
図
書

館
の
地
域
開
放
事
業
は
七
期
目
に
入
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

四
―
市
民
図
書
室
の
こ
れ
か
ら

　
何
故
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う

か
。
学
校
施
設
開
放
の
経
過
に
あ
っ
た
よ
う
に

開
放
の
は
じ
ま
り
は
、
子
ど
も
の
遊
び
場
を
確

保
す
る
た
め
に
、
放
課
後
や
日
曜
日
に
校
庭
を

開
放
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
の
発
想
を
そ
の

ま
ま
学
校
図
書
館
の
地
域
開
放
に
も
当
て
は
め

て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
。
校
庭
や
体
育
館
ヵ

ど
の
施
設
は
開
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
動

す
る
た
め
の
場
所
が
欲
し
い
と
い
う
利
用
者
の

要
求
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
安

全
に
遊
ぶ
場
所
が
欲
し
い
と
い
う
子
ど
も
た
ち

に
、
校
庭
を
開
放
し
た
の
と
同
じ
で
す
。
し
か

し
、
図
書
館
の
ば
あ
い
は
、
い
く
ら
図
書
館
と

い
う
ス
ペ
ー
ス
を
側
放
し
て
も
、
利
用
者
の
要

求
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
図
書
館
で

本
を
読
ん
だ
り
借
り
る
の
は
単
に
図
書
館
を
利

用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
図
書
館
の
機
能
を

利
用
し
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
市
民
図
書

室
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
は
、

市
民
図
書
室
が
図
書
館
と
し
て
十
分
機
能
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
ナ
。

　
ま
ず
、
資
料
の
乏
し
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
開
放
初
年
に
一
、
〇
〇
〇
冊
分
の
予
算
が

っ
く
が
、
開
放
時
に
一
、
〇
〇
〇
冊
そ
ろ
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
徐
々
に
買
っ
て
い
く
よ
う

で
す
が
、
本
が
少
な
い
と
す
ぐ
飽
き
ら
れ
て
し

ま
い
、
一
度
足
の
遠
の
い
た
人
が
再
度
利
用
者

に
な
る
の
は
ま
れ
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
一
、
〇
〇
〇
冊
や
二
、
〇
〇
〇
冊
の
蔵

書
が
あ
っ
て
も
利
用
者
の
要
求
に
間
に
合
わ
な

い
と
い
う
こ
と
は
梅
林
小
学
校
の
市
民
図
書
室

の
例
で
説
明
し
た
と
お
り
で
す
。
全
国
学
校
図

書
館
協
議
会
で
は
。
学
校
図
書
館
の
開
放
に
は

少
な
く
と
も
最
低
二
〇
、
〇
〇
〇
冊
ぐ
ら
い
必

要
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
小
・
中
学
校
の
図

書
室
に
市
民
用
と
学
校
用
が
同
居
し
て
い
る
横

浜
市
で
は
無
理
な
話
で
す
。

　
少
な
い
蔵
書
の
ま
ま
で
も
、
市
民
図
書
室
に

利
用
者
を
ひ
き
つ
け
て
お
く
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
。
市
民
図
書
室
を
市
立
図
書
館
の
シ

ス
ー
テ
ム
の
な
か
に
く
み
込
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
利
用
し
て
い
る
市
民
図
書
室
に
は
蔵
書
が

数
千
冊
、
あ
る
い
は
千
数
百
冊
し
か
な
く
、
自

分
の
読
み
た
い
も
の
が
な
く
て
も
そ
こ
で
リ
ク

エ
ス
ト
す
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
全

部
の
市
民
図
書
室
、
公
共
図
書
館
の
中
か
ら
希

望
の
本
を
探
し
出
し
、
無
け
れ
ば
新
規
購
入
し

て
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
今
の
よ
う
に
、
主
管
課
が
違
う
と
い
う
理
由

で
公
共
図
書
館
そ
の
他
読
書
施
設
（
青
少
年
図

書
館
、
地
区
セ
ン
タ
ー
図
書
室
）
と
は
何
の
協

力
も
交
流
関
係
も
な
く
、
同
じ
市
民
図
書
室
ど

う
し
で
も
横
の
つ
な
が
り
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状

況
は
、
市
民
に
図
書
を
提
供
す
る
と
い
う
同
一

の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
の
に
、
大
変
不
合
理
で
あ

り
、
不
経
済
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ぜ
ひ
前
向
き
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。

　
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
十
年
）
度
の
開
放
が

四
四
校
と
い
う
こ
と
は
、
初
年
度
開
放
費
用
一

七
〇
万
×
四
四
で
、
七
、
四
八
〇
万
円
で
、
次

年
度
か
ら
の
開
放
費
用
が
七
〇
万
円
だ
が
は
じ

め
か
ち
四
四
校
が
開
放
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
お
よ
そ
の
開
放
年
数
で
計
算
す
る
と
、

約
一
臆
徴
千
万
円
が
今
ま
で
に
市
民
図
書
室
に

注
ぎ
込
ま
れ
た
こ
と
と
に
な
り
ま
す
。
図
書
購

入
費
だ
け
で
も
七
、
〇
〇
〇
万
円
以
上
に
な
っ

て
お
り
、
一
枚
あ
た
り
七
〇
万
円
と
、
と
て
も

安
い
か
ら
と
い
っ
て
、
小
さ
な
図
書
室
を
点
の

よ
う
に
作
っ
て
も
結
果
的
に
見
れ
ば
と
て
も
高

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
図
書
館
の
絶
対
数
が
足
り
な
い
横
浜
市
で

は
、
市
民
図
書
室
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

や
っ
と
身
近
な
と
こ
ろ
に
〝
図
書
館
〟

た
と
喜
ん
で
い
る
市
民
も
少
な
く
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
縦
割
り
行
政
の
壁
を
破
る
の
は
と
て
も
難
し

い
と
思
う
が
、
小
さ
な
点
と
し
て
す
で
に
存
在

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
主
管
課
を
一
元
化
し
て

点
を
線
で
結
び
、
市
民
図
書
室
に
か
か
る
費
用

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
横
浜
市
の

図
書
館
行
政
が
一
層
発
展
す
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。
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